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weakly reducible technology) なる分解概念を新しく提唱し，その下で，ノイマン的成長解が基本的には一意的であ
ることを示した。また従来の分解可能性概念との関係をも明らかにしている O
続いて，ノイマン解が一意的でないときの解概念の在り方と著者による解概念との関係を調べ，手法的には，従来
のケメニィ モルゲンシュテルン トンプソンによる標準分解が著者による新分解概念と双対性の利用によって新た
にどのように展開されるのかと言うことを明らかにした。
理論的成果の実証研究への適用を計ることを兼ねて，動学的レオンチェフ・モデ、ルの討究の後，ターミナル・ストッ
ク最大化型のターンパイク・モデルが分解可能性の仮定下と、のように作動するかという問題を調べ，日本経済の産業
連関表を用いて，ほぼ，それが二つの部分経済に分解可能であることを示し，そのターンパイク・モデルの最適解が
分解可能性によって一つの部分経済は通例のターンパイク特性を，もう一つの部分経済は周期特性を持たざるを得な
いことを発見している。
本論文を一貫するテーマは成長と循環における技術分析における分解可能性概念、であり，それが果たす理論的なら
びに実証的な役割は本論文の枠組みのなかで充分に明らかにされており，理論的分析と日本経済の投入係数を用いて
の実証的シミュレーションの併用によって最適成長経路の特性を吟味した点においてユニークな研究と評価され，博
士(経済学)の学位に十分に値するものと判定する O
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